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東
日
本
大
震
災
な
ど
の
災
害

経
験
を
も
と
に
、
今
後
も
起
こ

り
得
る
大
規
模
地
震
や
津
波
に

備
え
る
と
と
も
に
、
大
災
害
に

対
す
る
防
災
体
制
の
確
立
と
町

民
の
防
災
・
減
災
意
識
の
高
揚

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

11
月
26
日
、
町
主
催
に
よ
る
全

町
民
を
対
象
と
し
た
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
町
内
の
小
中
学
校
を
登
校

日
扱
い
と
し
た「
小
中
学
生
と

地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
避

難
訓
練
」を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
津
波
避
難
文
化
の
確
立
を

目
指
し
、
徒
歩
な
ど
に
よ
る
避

難
が
難
し
い
町
の
地
理
的
状
況

を
踏
ま
え
た＂
車
に
よ
る
津
波

避
難
訓
練
＂を
継
続
し
て
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
今
年
完
成

し
た「
防
災
拠
点
・
地
域
交
流

セ
ン
タ
ー
（
山
下
・
坂
元
）」を

会
場
に
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
を
使

用
し
た
炊
き
出
し
訓
練
や
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
訓
練
、

耐
震
性
貯
水
槽
か
ら
の
給
水
訓

練
な
ど
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
各

自
主
防
災
会
に
よ
る
趣
向
を
凝

ら
し
た
防
災
研
修
会
が
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
、
地
域
ご
と
の
防

災
意
識
の
高
揚
と
連
携
強
化
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
9
時
ご
ろ
、
宮
城

県
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
９
・
０
の
地
震
が
発
生

し
、
町
内
で
は
、
東
日
本
大
震

災
と
同
ク
ラ
ス
の
震
度
6
強
を

観
測
。
こ
れ
に
伴
い
、
宮
城
県

沿
岸
に
大
津
波
警
報
が
発
表
さ

れ
、
45
分
後
に
大
津
波
が
押
し

寄
せ
る
と
の
想
定
で
、
各
種
訓

練
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
地
震
発
生
後
直
ち

に
職
員
を
招
集
し
、
役
場
仮
庁

舎
内
に
町
長
を
本
部
長
と
す
る

災
害
対
策
本
部
を
設
置
。
大
津

波
警
報
の
発
表
に
伴
い
、
9
時

5
分
、
浜
通
り
地
区
に
避
難
指

示
を
発
令
し
、
防
災
行
政
無
線

や
緊
急
速
報（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）

を
活
用
し
た
多
重
的
な
避
難
広

報
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

町
内
で
は
、
亘
理
消
防
署
お

よ
び
町
か
ら
の
避
難
広
報
を
合

図
に
、
町
民
２
８
４
０
人（
前

年
度
２
８
０
７
人
）が
22
カ
所

の
避
難
場
所
を
目
指
し
て
避
難

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
避
難
場
所
で
は
避

難
訓
練
終
了
後
、
各
自
主
防
災

会
主
導
に
よ
る「
防
災
研
修

会
」が
開
催
さ
れ
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
緊
張

感
を
持
ち
な
が
ら
も
、
小
中
学

生
と
地
域
住
民
が
一
体
と
な

り
、
世
代
間
交
流
を
図
り
な
が

ら
研
修
会
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

津
波
避
難
文
化
の
確
立
を
目
指
し
て

平
成
29
年
度
山
元
町
総
合
防
災
訓
練

問 

総
務
課 

危
機
管
理
班

☎
37
︱

１
１
１
１

訓
練
実
況

▲ エリアメールによる避難広報
を実施

▲役場に設置された災害対策本部
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特集

①�町内全小中学生と地域住民が一体と
なった避難訓練および防災研修会を
実施

②�浜通りの行政区における「車による
津波避難訓練」を継続実施

③�新たに建設した防災拠点・地域交流
センター（山下・坂元）を活用した各
種訓練を実施

④�浜通りからの車避難による安全性と
有効性の検証を行うとともに、消防
団および交通指導隊による車両誘導
の実践訓練を実施

◆今回の訓練の特徴（ポイント）
　

山
下
中
学
校
、
山
下
第
一
小

学
校
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
船
岡

駐
屯
地「
第
3
0
1
水
際
障
害

中
隊
」に
よ
る
、
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
や
応
急
救
護
な
ど
の
指
導
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
自
衛
隊
員
か

ら
直
接
指
導
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会
に
、

参
加
者
は
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。
応
急
救
護
や
ロ
ー

プ
の
結
び
方
な
ど
は
、
災
害
時

だ
け
で
な
く
日
常
で
も
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

り
、
有
意
義
な
研
修
に
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
山
下
中
学
校
で
は
、

自
衛
隊
の
炊
き
出
し
車
両
で
炊

い
た
ご
飯
を
隊
友
会
山
元
支
部

と
山
元
町
自
衛
隊
家
族
会
の
方

が
お
に
ぎ
り
に
し
、
最
後
に
参

加
者
の
皆
さ
ん
に
ふ
る
ま
わ
れ

ま
し
た
。

自
衛
隊
に
も
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

　

今
回
の
総
合
防
災
訓
練
で

は
、今
年
完
成
し
た
防
災
拠
点・

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
山
下
・

坂
元
）を
避
難
場
所
に
設
定
し
、

避
難
訓
練
と
防
災
機
能
を
活
用

し
た
防
災
研
修
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

○
山
下
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
笠
野
区
と
花
釜
区
の
避
難
場

所
と
し
て
設
定
し
た
山
下
地
域

交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
少
、

駐
車
場
入
り
口
で
の
渋
滞
が
見

ら
れ
ま
し
た
が
、
大
き
な
混
乱

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
セ
ン

タ
ー
内
に
避
難
し
、
ま
ず
は
津

波
を
想
定
し
た
避
難
行
動
と
し

て
3
階
に
避
難・待
機
し
た
後
、

各
班
に
分
か
れ
て
避
難
者
の
受

け
付
け
を
開
始
し
ま
し
た
。
混

雑
す
る
中
で
も
、
参
加
者
は
整

然
と
氏
名
な
ど
の
申
告
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

防
災
研
修
会
は
、
防
災
機
能

の
体
験
研
修
や
施
設
見
学
な
ど

6
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
防
災
機
能
の
一
つ

で
あ
る「
耐
震
性
貯
水
槽
」の

給
水
訓
練
で
は
、
施
設
南
側
に

あ
る
鉄
ぶ
た
を
開
け
て
、
専
用

の
手
動
式
ポ
ン
プ
と
接
続
し
て

水
を
く
み
上
げ
る
も
の
で
す

が
、
参
加
者
は
実
際
に
水
を
く

み
上
げ
る
体
験
を
し「
予
想
よ

り
も
重
か
っ
た
」な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

○
坂
元
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
町
区
の
避
難
場
所
と
し
て
設

定
し
た
坂
元
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
で
は
、
徒
歩
に
よ
る
避
難

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
大
き
な

混
乱
も
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
避

難
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
セ
ン

タ
ー
内
で
は
、
2
階
へ
の
避
難

誘
導
の
際
に
多
少
の
混
乱
が
あ

っ
た
も
の
の
、
皆
さ
ん
協
力
し

な
が
ら
避
難
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

防
災
研
修
会
で
は
、
磯
区
と

中
浜
区
も
参
加
し
、
セ
ン
タ
ー

に
備
わ
っ
て
い
る
4
つ
の
防
災

機
能
を
順
に
体
験
し
て
ま
わ
り

ま
し
た
。
防
災
機
能
の
一
つ
で

あ
る「
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
」

の
設
置
訓
練
で
は
、
施
設
駐
車

場
西
側
に
あ
る
マ
ン
ホ
ー
ル
に

便
座
や
周
囲
を
隠
す
テ
ン
ト
、

水
を
く
み
上
げ
る
手
動
ポ
ン
プ

の
取
り
付
け
を
行
い
、
参
加
者

は
ポ
ン
プ
で
の
水
の
く
み
上
げ

な
ど
、
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

初
の
取
り
組
み

防
災
拠
点
・
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
（
山
下
・
坂
元
）に
よ
る

総
合
防
災
訓
練
を
実
施

▲さまざまな巻き方を教わりました

▲「かまどベンチ」の組み立て

▲「耐震性貯水槽」水のくみ上げ

▲「マンホールトイレ」の設置
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11
月
１
日
、
長
年
に
わ
た
り
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
町
勢
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
す
る「
山
元
町
功
労
者
表
彰
式
」が
つ
ば

め
の
杜
ひ
だ
ま
り
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
齋
藤
町
長
が
自
治
功
労
2
人
、
教
育
文
化
功
労
２

人
、
民
生
安
定
保
健
衛
生
功
労
１
人
、
治
安
維
持
防
災
功
労
６
人
の

計
11
人
に
対
し「
長
年
の
ご
労
苦
に
対
し
、
衷
心
よ
り
敬
意
を
表
し

ま
す
。
今
後
と
も
、
創
造
的
な
復
興
の
完
遂
に
向
け
て
、
皆
さ
ま
に

は
こ
れ
ま
で
同
様
、ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を

申
し
上
げ
ま
す
」と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
、
一
人
ひ
と
り
に
表
彰

盾
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

【
自
治
功
労
】

▼ 

正
副
区
長
と
し
て
の
功
績

　
坂さ

か

根ね　
守ま

も
る

（
つ
ば
め
の
杜
西
区
）

　
森も

り　
信し

ん

一い
ち（
浅
生
原
区
）

【
教
育
文
化
功
労
】

▼
学
校
医
と
し
て
の
功
績

　
菊き

く

地ち　
匡き

ょ
う（
合
戦
原
区
）

▼
学
校
薬
剤
師
と
し
て
の
功
績

　
森も

り　
建た

つ

夫お

（
町
区
）

【
民
生
安
定
保
健
衛
生
功
労
】

▼
主
任
児
童
委
員
と
し
て
の
功
績

　
横よ

こ

山や
ま　
真ま

理り

子こ

（
山
寺
区
）

【
治
安
維
持
防
災
功
労
】

▼
消
防
団
員
と
し
て
の
功
績

　
髙た

か

橋は
し　
洋よ

う

一い
ち（
八
手
庭
区
）

　
黒く

ろ

田た　
利と

し

夫お

（
真
庭
区
）

　
菊き

く

地ち　
実み

の
る（
中
山
区
）

　
嶋し

ま

田だ　
栄え

い

一い
ち（
つ
ば
め
の
杜
東
区
）

　
岩い

わ

佐さ　
重し

げ

信の
ぶ（
真
庭
区
）

▼
交
通
安
全
指
導
隊
員
と
し
て
の
功
績

　
遊ゆ

佐さ　
宗む

ね

之ゆ
き（
上
平
区
）

※
受
賞
者
は
順
不
同
・
敬
称
略

山
元
町
功
労
者
表
彰

ご
功
績
を
た
た
え
て
■問
総
務
課 

人
事
・
広
報
班

☎
37
―
1
1
1
1

一人ひとりに表彰盾が手渡されました受賞者を代表して謝辞を述べる
坂根　守さん

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース
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10
月
下
旬
か
ら
11
月
に
か
け
、
齋
藤
町
長
は
、
応
援
職
員
の
派
遣
元

自
治
体
を
表
敬
訪
問
し
、
多
く
の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

復
興
に
向
け
、
引
き
続
き
の
支
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

宮
崎
市
の
戸
敷
市
長
か
ら
は「
復
興
の
道
半
ば
で
手
を
引
く
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
継
続
し
て
支
援
し
た
い
」と
の
心
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
全
国
の
自
治
体
か
ら
は
、
人
的
支
援
の
ほ
か
、
11
月
に
開

催
し
た
ふ
れ
あ
い
産
業
祭
で
も
出
店
い
た
だ
く
な
ど
、
町
ぐ
る
み
の
交

流
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
震
災
を
契
機
に
育
ま
れ
た
絆
を
大

切
に
、マ
ン
パ
ワ
ー
を
確
保
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
復
興
・
創
生
の
完

遂
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

訪
問
先
自
治
体

北
海
道
札
幌
市
、
石
狩
市
、
千
葉
県
東
金
市
、
神
奈
川
県
横
浜
市
、

鎌
倉
市
、
愛
媛
県
八
幡
浜
市
、
今
治
市
、
四
国
中
央
市
、
西
予
市
、

砥
部
町
、福
岡
県
行
橋
市
、宮
崎
県
宮
崎
市
、都
農
町（
順
不
同
）

　

受
章
に
つ
い
て
、「
町
民

の
皆
さ
ん
に
長
年
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
と
、
委
員
と
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
が
よ
く
で
き
た
こ
と

で
今
ま
で
や
れ
て
こ
れ
た
」

と
話
す
福
士
さ
ん
。

　

福
士
さ
ん
は
、
山
元
町
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
に
委

員
と
し
て
33
年
間
在
籍
さ

れ
、
啓
発
活
動
に
尽
力
し
、

平
成
28
年
度
か
ら
は
副
会
長

を
務
め
て
い
ま
す
。

　
「
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
な
ど
の

啓
発
活
動
を
地
道
に
続
け
、

＂
投
票
に
行
く
か
ら
ね
＂な
ど

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
こ

と
が
う
れ
し
か
っ
た
」と
活
動

を
振
り
返
り
、「
ぜ
ひ
若
い
人

た
ち
に
投
票
に
来
て
も
ら
い

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
ま
で
を
振
り
返
り「
当
時

は＂
贈
ら
な
い
・
求
め
な
い
・

受
け
取
ら
な
い
＂の
三
な
い
運

動
の
啓
発
活
動
に
力
を
注
い

で
き
た
。
私
た
ち
の
啓
発
活

動
を
理
解
し
て
い
た
だ
い
た
の

だ
と
思
う
」と
話
す
宮
地
さ

ん
。

　

宮
地
さ
ん
は
、
山
元
町
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
に
委

員
と
し
て
30
年
間
在
籍
さ
れ
、

啓
発
活
動
に
尽
力
し
、
平
成

16
年
度
か
ら
会
長
を
務
め
、

平
成
28
年
度
か
ら
は
山
元
町

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
を

務
め
て
い
ま
す
。

　
「
家
庭
の
中
で
、
選
挙
の
話

を
し
て
ほ
し
い
。
子
ど
も
た

ち
に
も
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　町主催の「賀詞交歓会」を次のとおり開催します。
　ご招待者以外で参加を希望される方は12月18
日（月）までに電話にてお申し込みください。折り返
し招待券を送付します。
　なお、定員の50人になり次第締切らせていただ
きますのでご了承ください。
日　時　�平成30年1月5日（金）�

開会　10：30
会　場　�つばめの杜ひだまりホール (防災拠点・

山下地域交流センター )文化研修ホール
参加費　�500円 ( 当日受け付けで申し受けます )�

（当日受付で申し受けます）
内　容　�関係者新年あいさつ、来賓祝辞ほか

問 総務課�人事・広報班
☎37-1111

賀詞交歓会を開催します

福ふ
く

士し　
慶け

い

子こ

（
上
平
区
）

宮み
や

地ぢ　
ふ
み
子こ

（
下
郷
区
）

山
元
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

副
会
長

山
元
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

元
会
長

【
社
会
福
祉
関
係
】

　
　
　
　
　
※
10
月
31
日
表
彰

▼ 

東
北
地
方
更
生
保
護
委
員

会
委
員
長
表
彰

　
清せ

い

野の　
由ゆ

美み

子こ

　
（
八
手
庭
区
）

▼ 

東
北
地
方
保
護
司
連
盟
会

長
表
彰

　
早は

や

坂さ
か　
晶あ

き

子こ

（
下
郷
区
）

▼ 

宮
城
県
更
生
保
護
女
性
連

盟
会
長
表
彰

　
伊い

東と
う　
千ち

代よ

子こ

　
（
浅
生
原
区
）

【
地
方
自
治
功
労
】

▼ 

多
年
に
わ
た
る
議
員
活
動

を
通
じ
て
、地
方
自
治
の

確
立
と
住
民
福
祉
の
向
上

に
尽
力
し
た
功
績

�　
元　
山
元
町
議
会
議
員

　
伊い

藤と
う　
隆た

か

幸ゆ
き（
山
下
区
）

※
受
賞
者
は
順
不
同
・
敬
称
略

国
・
県
・
各
種
団
体
な
ど
か
ら
の
表
彰

秋
の
褒
章�

【
藍
綬
褒
章
】▼
選
挙
関
係
事
務
功
績

ご功績をたたえて

復
興
支
援
の
御
礼
へ
、全
国
市
町
を
表
敬
訪
問

「
文
化
の
日
」

　
　
県
知
事
表
彰

 

※
10
月
31
日
表
彰
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町
で
は
多
様
な
形
で
本
町
に

関
わ
り
続
け
る
方（
関
係
人
口
）

を
さ
ら
に
増
や
す
た
め
の
取
り

組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。
今
回

は
事
業
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

「
関
係
人
口
」の
意
義
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

○
関
係
人
口
と
は

　
お
気
に
入
り
の
地
域
で
週
末

を
過
ご
し
た
り
、
何
ら
か
の
形

で
地
域
を
応
援
し
て
く
れ
た
り

す
る
、
定
住
人
口
で
も
交
流
人

口
で
も
な
い
、
地
域
に
関
心
と

関
与
を
求
め
て
い
る
人
々
を

「
関
係
人
口
」と
呼
び
ま
す
。

　

震
災
以
後
、
本
町
を
定
期
的

に
訪
れ
て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
個
人
や

団
体
の
皆
さ
ん
も
本
町
に
と
っ

て
大
切
な「
関
係
人
口
」で
す
。

○�

移
住
に
つ
な
が
る
関
係
人
口

を
増
や
そ
う

　
地
域
や
地
域
の
方
と
関
わ
る

方
々
に
着
目
し
、
継
続
的
な
関

わ
り
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
移

住
・
定
住
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
が
、移
住・

定
住
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
認
知
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
こ
の「
関
係
人

口
」
を
増
や
し
て
い
く
こ
と

で
、
将
来
的
な
移
住
・
定
住
者

の
増
加
に
つ
な
げ
る
た
め
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
始
め

ま
し
た
。

○
国
の
取
り
組
み

　
「
関
係
人
口
」か
ら
移
住
・
定

住
に
つ
な
が
る
事
例
が
多
い
こ

と
に
国
も
注
目
し
て
お
り
、
総

務
省
で
は「
地
域
と
の
関
わ
り

創
出
事
業
」と
し
て
、平
成
30
年

度
の
予
算
概
算
要
求
に
2
億

4
0
0
0
万
円
を
盛
り
込
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
国
土
交
通
省

や
復
興
庁
で
も
、「
関
係
人
口
」

に
着
目
し
た
検
討
会
を
行
っ
て

お
り
、
10
月
に
は
復
興
庁
の
久

保
田
誉
参
事
官
が
本
町
の
取
り

組
み
を
視
察
に
訪
れ
ま
し
た
。

○
町
の
取
り
組
み

　
内
閣
府
か
ら
地
域
再
生
計
画

の
認
定（
平
成
29
年
3
月
）を
受

け
た「
人
が
人
を
呼
び
、
人
を

育
て
る
に
ぎ
わ
い
ま
ち
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
中
で
、復
興

庁
の
支
援
を
受
け
な
が
ら「
関

係
人
口
」を
取
り
込
む
た
め
、首

都
圏
で
の
町
P
R
イ
ベ
ン
ト

や
本
町
で
の
農
業
体
験
ツ
ア
ー

な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
多
く
の
方
に「
関
係

人
口
」を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
の
勉
強
会
や
成
果
報
告
会
の

開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
こ
れ
ま
で
の
成
果

　
東
京
で
定
期
的
に
開
催
し
て

い
る
町
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎

回
20
人
以
上
の
参
加
が
あ
り
、

盛
況
で
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
経

て
、本
町
に
移
住
を
決
め
た
り
、

イ
ベ
ン
ト
後
に
町
を
訪
れ
る
な

ど
、
イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
本

町
と
の
新
た
な
関
係
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
を
訪
れ
た
方
が

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
農
産
物
や
特
産
品
を

紹
介
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
情
報

を
積
極
的
に
伝
え
る
な
ど
、
本

町
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
新
た
な

動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

問
町
民
生
活
課 

生
活
班

☎
37
―
1
1
1
2

台
風
21
号
の
被
害
箇
所
の

復
旧
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す

　

10
月
22
日
、
23
日
に
か
け
て

本
町
を
直
撃
し
た「
超
大
型
」

の
台
風
21
号
に
お
い
て
、
本
町

で
も
道
路
や
河
川
で
大
き
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
把
握
し
て
い
る
公

共
施
設
な
ど
の
被
害
件
数
は
約

2
0
0
カ
所
を
超
え
、
近
年
の

台
風
被
害
で
は
最
大
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
、既
に
実
施
を
し
て

い
る
応
急
的
な
補
修
工
事
に

加
え
、
今
後
、
被
災
箇
所
の
復

旧
工
事
を
随
時
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

復
旧
工
事
の
際
、
工
事
に
よ

る
騒
音
や
交
通
規
制
な
ど
に
よ

り
、
皆
さ
ん
に
ご
不
便
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
整
備
課

☎
29
―
8
0
0
4

人
が
人
を
呼
び
、
人
を
育
て
る
に
ぎ
わ
い
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【お詫びと訂正】　本紙11月号7㌻で紹介しました「町道補修工事計画図」について、次の誤りが
ありました。お詫びしますとともに、訂正いたします。

　【誤】新坂本市街地
　【正】新坂元市街地

▲�被害箇所は危険ですので、
近づかないでください
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　つばめの杜ひだまりホール開所を記念して、日本有数のピアニスト「榊原光裕氏によるコンサート」と常
磐線運転再開1周年を迎えることから、「ザ・鉄道イベント」を併せて開
催します。車内限定グッズや駅弁、軽食の販売もあります。
●ザ・鉄道イベント
　期日／ 12月10日（日）　時間／ 10:00 ～ 15:00
　場所／防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」
　内容／●Nゲージ鉄道模型の展示＆運転体験
　　　　●高所作業車搭乗体験　●「描き鉄＆電車デザイナー」による絵画展
　　　　●ぬり絵コーナー　●高校生による写真展
　　　　●ちびっこ駅長制服記念撮影
　　　　●常磐線復旧工事を振り返るパネル・写真展
　　　　●各地の鉄道グッズ出店販売（各社限定オリジナルグッズ販売もあります）　●駅弁販売　など
●ピアニスト　榊原光裕コンサート～銀河鉄道の夜～
　開場／ 13：00　開演／ 13：30　入場／無料
　�　榊原氏が以前、制作に関わったCD「宮澤賢治歌曲集～星めぐりの歌～」に収
められた楽曲を織り交ぜ、鉄道と音楽の融合、そして「イーハトーヴ」の世界が
広がる、幻想的なステージです。

つばめの杜ひだまりホール開所記念事業

災害義援金の追加配分をします
　国義援金（第9次）および県義援金（第8次）の配分基準が下記のとおり決定し、その結果を受け、町義援金
（第4次）の配分額を決定しました。配分対象となる被災者の皆さんには、次の表に基づき平成30年2月中
に指定口座に振り込みを行います。
義援金配分の単価

支　給　対　象 国第9次配分 県第8次配分 県第4次配分 合　計

人的被害
死者・行方不明者 5,000円 5,000円 3,500円 13,500円

災害障害見舞金
支給対象者 5,000円 5,000円 ー 10,000円

住家被害
全　　　壊 10,000円 ー 1,000円 11,000円

大規模半壊 5,000円 ー 1,000円 6,000円

津波浸水区域に
おける住家被害

※

全　　　壊 4,000円 1,000円 2,500円 7,500円

大規模半壊 2,000円 1,000円 2,500円 5,500円

※�津波浸水区域は、津波による被害を受けた土地として平成23年度の固定資産税が課税免除 (地方税法附
則第55条の規定に基づく指定区域 )された区域としています。

問�保健福祉課�福祉班　☎37-1113

▲�本物の運転台で、鉄道模型を運転

榊
さかき

原
ばら

　光
みつ

裕
ひろ

　氏　～プロフィール～
　仙台市出身。JR仙台駅の発車メロディ作曲・制作者。
　すずめ踊りの現代化、定禅寺ストリートジャズフェスティバル�in�
仙台の創始者の1人。ヴァイオリン、ドラム、ピアノのトリオ編成の
音楽ユニット「Happy�Toco」のピアニストとしても活動している。

問�防災拠点・山下地域交流センター　☎37-5592
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町職員の給与などの状況について、町民の皆さんに一層の理解をいただくため、給与の
あらましと人事行政の運営などの状況についてお知らせします。

5 職員の平均年齢・平均給料月額および
 平均給与月額の状況（平成29年4月1日現在）

（1）一般行政職
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
山　元　町 41.3歳 280,900円 343,615円
宮　城　県 42.2歳 320,409円 401,146円

（2）技能労務職
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額
山元町 53.3歳 248,300円 263,217円

うち学校給食員 54.3歳 226,400円 239,867円
うち用務員 52.8歳 255,000円 268,138円
うちその他 52.2歳 267,800円 288,400円
宮城県 52.1歳 315,603円 357,229円

（注）		平均給与月額は、給料に扶養手当、通勤手当、住居手当、
管理職手当、時間外勤務手当（選挙および災害に係る手
当を除く）、特殊勤務手当などを加えたものです。

4 職員の初任給の状況（平成29年4月1日現在）
区　　分 山元町 宮城県 国

一般行政職
大学卒 178,200円 186,100円 178,200円
高校卒 146,100円 151,500円 146,100円

技能労務職
高校卒 143,500円 149,200円 ―
中学卒 127,900円 132,600円 ―

3 特別職の報酬などの状況（平成29年4月1日現在）
区　分 給料月額等 期末手当支給割合

町 長 給　料 715,700円
（828,000円）

6月期　1.55月分
12月期　1.70月分
計　　3.25月分

副 町 長 〃 605,150円
（627,000円）

教 育 長 〃 503,500円
（522,000円）

議 長 報　酬 311,000円 6月期　1.55月分
12月期　1.70月分
計　　3.25月分

副 議 長 〃 261,000円
議 員 〃 251,000円
（注）	（　）内は、減額措置を行う前の金額です。

2 平成28年度職員給与費の状況（普通会計決算）

職員数
（A）

給　与　費 一人当
たり
給与費
（B/A）

給料 職員手当 期末・勤
勉手当

計
（B）

人
177

千円
602,117

千円
242,454

千円
215,309

千円
1,059,880

千円
5,988

（注）	1	職員手当には退職手当、児童手当を含みません。
	 2	職員数は平成28年4月1日現在です。

1 平成28年度人件費の状況（普通会計決算）
住民基本
台帳人口
29.3.31
現在

歳出額
（A）

実質
収支

人件費
（B）

人件
費率
（B/A）

（参考）
平成

27年度の
人件費率

人
12,469

千円
27,178,327

千円
2,648,142

千円
1,551,066

％
5.7

％
4.8

（注）	1	普通会計とは、一般会計と特別会計の一部をいいます。
	 2		人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含

み児童手当を除きます。

6 職員手当の状況
（1）期末手当・勤勉手当（平成28年度）

区　　分 山元町 宮城県

（支給割合）
期 末 手 当
勤 勉 手 当

2.60月分
1.70月分

2.60月分
1.70月分

加算措置の
状 況

職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置あり 同じ内容

1人当たり
平均支給額 1,181千円 1,735千円

（2）時間外手当

平成28年度
支給総額 71,561千円

職員1人当たり平均支給年額 387千円

平成27年度
支給総額 67,146千円

職員1人当たり平均支給年額 376千円

（注）	選挙および災害に係る手当は含みません。

町職員給与のあらまし
～人事行政の運営などの状況～
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11 職員の分限処分の状況（平成28年度）
区　　　分 降任 免職 休職 降給

心身の故障の場合 ― ― 2人 ―

な　し

勤務成績が良くない場合
職に必要な適格性を欠く場合
職制、定数の改廃、予算の減少によ
り廃職、過員を生じた場合
刑事事件に関し起訴された場合
条例で定める事由による場合
（注）		分限処分とは、勤務実績不良や心身の故障の場合または、

その職に必要な適格性を欠く場合などにおいて、公務能
率の維持並びに適正な行政運営の確保を図るために行わ
れる処分です。

9 職員数の状況

区　　　分 条例定数 H29.4.1
現在

H28.4.1
現在

町長の事務部局 255人 152人 152人
議会　　〃 4人 3人 3人
教育委員会　〃 36人 33人 30人
農業委員会　〃 3人 4人 2人
公営企業の企業職員 12人 7人 6人

合　計 310人 199人 193人
（注）	1		職員数は、毎年度総務省に報告する ｢地方公共団体定

員管理調査｣の数値です。
	 2		公営企業の企業職員数は、水道事業と下水道事業の職

員数を合算した数値です。

10 職員の勤務時間（平成29年4月1日現在）
1週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間
38時間45分 8:30 17:15 12:00 ～ 13:00

（注）		勤務場所によっては、これと違った勤務体制をとってい
る場合があります。

12 職員の懲戒処分の状況（平成28年度）
区　　　分 戒告 減給 停職 免職

法令に違反した場合 1人 1人 ― ―
職務上の義務に違反しまたは職務を
怠った場合 ― ― ― ―

全体の奉仕者たるにふさわしくない
非行のあった場合 ― ― ― ―

（注）		懲戒処分とは、法令に違反した場合、職務上の義務に違
反し、もしくは職務を怠った場合または全体の奉仕者た
るにふさわしくない非行があった場合において、職場の
秩序を維持し、回復を図るために行われる処分です。

13 職員の研修状況および勤務評定の状況（平成28年度）
（1）職員研修所の実施状況

研　修　区　分 受講者数

階層別研修

新規採用職員研修（町村会主催含む） 5人

一般職員研修Ⅰ（採用後3～ 7年） 2人

一般職員研修Ⅱ（採用後8～ 12年） 6人

監督者研修Ⅰ（新任主査） 7人

監督者研修Ⅱ（主査昇任5年程度） 2人

管理者研修Ⅰ（班長級の職員） 4人

管理者研修Ⅱ（新任課長） 1人

管理者研修Ⅲ（現任課長） 0人

町職員の給与のあらましおよび町人事行政運営などの概要については、ホームページでもご覧になれます。
http://www.town.yamamoto.miyagi.jp

（3）退職手当（平成29年4月1日現在）

区　　分
山元町

宮城県
自己都合 定　年

（支給率）
勤続20年
〃　25年
〃　35年
最高限度額

20.445月分
29.145月分
41.325月分
49.59月分

25.55625月分
34.5825月分
49.59月分
49.59月分

同じ内容

その他の加
算 措 置

定年前早期退職者特例措置
（2％～ 20％加算）

1人当たり
平均支給額 　3,706千円 18,884千円 20,151千円

（注）	1		退職手当の１人当たり平均支給額は、28年度に退職し
た職員（特別職、任期付職員を除く）に支給された平均
額です。

	 2		宮城県の1人当たり平均支給額は、勧奨・定年退職に
係る平均支給額です。

7 職員の採用の状況
区　　　分 平成29年度採用 平成28年度採用
行　 政　 職 10(4) 人 3(1) 人
労　 務　 職 0人 0人
任　 期　 付 12（9）人 9（7）人
合 　 　 計 22(13) 人 12(8) 人

（注）1	平成29年度採用者は平成29年11月1日現在です。
　　2	（　）は採用人数のうち土木・保育士などの専門職です。

8 職員の退職の状況
区　　分 退職人数

行　 政　 職 5（2）人
労　 務　 職 1（1）人
任　 期　 付 6（4）人
合 　 　 計 12（7）人

（注）1		平成28年4月1日から平成29年3月31日までに退職
した職員数です。

　　2	（　）は退職員数のうち土木・保育士などの専門職です。

（2）勤務成績の評定状況
分限・懲戒処分者については、勤務成績を確認し昇給時
期を判断しています。
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今
後
、
一
層
の
財
政
健
全
化
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
昨
年
度
の
「
中
期
財
政
見
通
し
」を
見
直
し
、

平
成
29
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
の
中
期
財
政
見
通
し
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
見
直
し
で
は
、
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
は
前
年
度
の
推
計
方
法
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、

昨
年
度
の
決
算
状
況
や
今
年
9
月
に
策
定
し
た
山
元
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
基
づ
く
、
過
疎
債

な
ど
の
新
た
な
財
源
に
つ
い
て
も
推
計
に
加
え
た
結
果
、
昨
年
度
よ
り
も
さ
ら
に
収
支
が
改
善
す
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
町
は
、
本
見
通
し
で
示
さ
れ
た
結
果
を
参
考
に
し
、
将
来
を
見
据
え
た
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
詳
細
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

◆
主
な
歳
入
の
見
通
し

町
税

○�

震
災
直
後
、
町
税
収
入
は
、
人

口
減
少
に
よ
る
町
民
税
の
減
少

な
ど
の
影
響
で
、
大
幅
に
落
ち

込
み
ま
し
た
が
、
市
街
地
な
ど

で
の
家
屋
建
築
や
新
た
な
企
業

の
進
出
、
太
陽
光
発
電
設
備
な

ど
の
設
置
も
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
堅
調
に
回
復
す
る
見

通
し
で
す
。

地
方
交
付
税

○�

普
通
交
付
税
は
、
平
成
27
年
度

に
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
の
影
響

で
、
算
定
基
礎
と
な
る
人
口
の

測
定
単
位
が
、
震
災
前（
平
成

22
年
度
）か
ら
震
災
後（
平
成

27
年
度
）に
変
更
と
な
り
、
減

少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

○�

震
災
復
興
特
別
交
付
税
は
、
復

興・創
生
事
業
の
進
展
に
伴
い
、

段
階
的
に
減
少
し
、
平
成
32
年

度
に
は
、
昨
年
度
決
算
額
の
10

分
の
1
以
下
ま
で
減
少
す
る
見

込
み
で
す
。

◆
主
な
歳
出
の
見
通
し

義
務
的
経
費

○�

人
件
費
は
、
復
興
事
業
に
必
要

と
な
る
即
戦
力
期
待
の
任
期
付

職
員
の
確
保
と
、
プ
ロ
パ
ー
職

員
の
年
齢
分
布
の
偏
り
解
消
に

向
け
た
新
規
職
員
の
計
画
的
採

用
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
平
成

30
年
度
ま
で
は
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
復
興
関
連
事
業
の

終
息
と
と
も
に
下
降
に
転
じ
る

見
込
み
で
す
。

○�

扶
助
費
は
、
社
会
保
障
費
の
増

加
が
懸
念
さ
れ
る
一
方
で
、
震

災
に
伴
う
人
口
減
少
の
影
響

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
お
む
ね

横
ば
い
で
推
移
す
る
見
込
み

で
す
。

○�

公
債
費
は
、
過
去
に
借
り
入
れ

た
地
方
債
が
完
済
と
な
る
一
方

で
、
復
興
公
営
住
宅
の
財
源
の

一
部
と
し
て
借
り
入
れ
て
い
る

公
営
住
宅
建
設
事
業
債
に
つ
い

て
、
据
置
期
間
が
終
了
し
、
償

還
が
本
格
化
す
る
こ
と
か
ら
、

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

投
資
的
経
費

○�

復
興
・
創
生
関
連
事
業
が
ピ
ー

ク
を
過
ぎ
た
こ
と
も
あ
り
、

徐
々
に
減
少
す
る
も
の
の
、
通

常
事
業
に
つ
い
て
は
、
過
疎
計

画
に
基
づ
く
各
種
事
業
が
見
込

ま
れ
、
増
加
に
転
じ
る
見
込
み

で
す
。

※�

本
見
通
し
の
試
算
は
、
今
後
の

財
政
見
通
し
の
傾
向
を
つ
か
む

た
め
、
一
定
の
仮
定
の
下
で
機

械
的
に
行
っ
た
も
の
で
あ
り
、

今
後
の
財
政
計
画
を
検
討
す
る

た
め
の
一
つ
の
参
考
資
料
と
し

て
算
出
し
た
も
の
で
す
。

　

�　

今
後
も
、
国
の
制
度
改
革
や

景
気
動
向
な
ど
に
適
切
に
対
応

し
な
が
ら
、
適
宜
、
見
直
し
を

行
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
町
財

政
の
傾
向
や
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

�　

町
の
財
政
と
主
要
施
策
な

ど
に
つ
い
て
ご
理
解
を
い
た

だ
き
、町
勢
の
一
層
の
発
展
に

つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
企
画
財
政
課�

財
政
班

☎
37
―
1
1
1
8

( 単位：百万円 )

区　　　　分 平成27年度
（決算）

平成29年度
【推計】

平成30年度
【推計】

平成31年度
【推計】

平成32年度
【推計】

歳　　　　入 42,721 17,538 14,735 9,212 8,815
町税 1,150 1,085 1,115 1,127 1,133
地方譲与税・
県税交付金等 348 321 332 344 358

地方交付税 7,215 4,760 4,632 2,884 2,567
国県支出金 4,962 3,079 4,291 2,618 1,415
町債 707 1,304 1339 772 1375
その他の収入 16,938 6,989 3,026 1,467 1967

歳　　　　出 27,176 19,199 15,950 9,944 9,268
義務的経費 2,606 2,551 2,626 2,627 2,549
投資的経費 17,016 9,246 6,215 2,366 1,537
その他の経費 7,554 7,402 7,109 4,951 5,182

収　　　　支※ 4,144 △�1,661 △�1,215 △�732 △�453
※形式収支…歳入総額から歳出総額を差し引いた金額

○財源不足に充てられる町の貯金の状況（財政調整基金の推移）� （単位：百万円）
財政調整基金残高 7,012 5,779 4,564 3,832 3,379
財政調整基金残高
（※真水ベース） 4,099 3,714 2,799 2,267 2,014

※真水…町の裁量で自由に使えるお金のこと

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース

Yamamoto Information
町からのお知らせ＆ニュース

やまもとP10-11news_四[10-11].indd   10 2017/11/29   19:26:52

2017 No.457
広報やまもと12月号11

12月28日（木）から平成30年1月4日（木）までの町内施設などの業務は下記のとおりとなります。
施　設　等 休業期間 備　　　　　考

役場本庁舎 12月29日（金）～
1月3日（水）
※�12月28日（木）と1月4日（木）
の延長窓口は、お休みします。

出生・死亡・婚姻届などは、年末年始も役場第一仮庁
舎北側入口の「警備員室」で受け付けています。
問�町民生活課 窓口班　☎37-1112
　�坂元支所　☎38-0301坂元支所

こどもセンター 12月29日（金）～
1月3日（水） 問�こどもセンター　☎36-7251

町民バス
デマンド型乗合タクシー

12月29日（金）～
1月3日（水）

問�山元町ハイタク連絡協議会　☎37-0042
　�企画財政課�企画班　☎37-1118

つばめの杜ひだまりホール
（防災拠点・山下地域交流
センター）

12月28日（木）～
1月4日（木） 問�防災拠点・山下地域交流センター　☎37-5592

ふるさとおもだか館
（防災拠点・坂元地域交流
センター）

12月28日（木）～
1月4日（木） 問�防災拠点・坂元地域交流センター　☎38-0301

中央公民館
坂元公民館
歴史民俗資料館
ふるさと伝承館
深山山麓少年の森
体育文化センター

12月28日（木）～
1月4日（木） 問�生涯学習課　☎37-5116

水道お客さまセンター 12月29日（金）～
1月3日（水） 問�水道お客さまセンター　☎37-1120

ごみ集積所の委託収集 12月31日（日）～
1月3日（水）

問�岩沼東部環境センター「ぽぽか」　☎23-1178
　�町民生活課�生活班　☎37-1112

直接搬入
（一般家庭・事業系）

12月29日（金）～
1月3日（水）

直接搬入の受付時間（平日および土曜日）
9：00～ 11：30／ 13：00～ 16：00
※�亘理清掃センターでは、粗大ごみを除く可燃ごみと
廃プラの受け入れはできません。

問�岩沼東部環境センター「ぽぽか」　☎23-1178

代行運搬の受け付け 12月29日（金）～
1月3日（水）

受付時間　8：30～ 17：00
問�専用ダイヤル　☎35-3020

し尿の汲み取りの受付 12月29日（金）～
1月3日（水）

受付時間　8：00～ 17：00
※�年末は混雑しますので、申し込みはお早めにお願い
します。

問�（協）名亘清掃事業公社　☎22-6030

亘理葬祭場（火葬場） 1月1日（月・祝）～
1月2日（火）

年末年始の各施設業務案内
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山元町職員募集

臨時職員募集のお知らせ

試験区分 職　種 採用予定人員 受験資格

上　級
（大学卒業程度） 保健師 若干名

昭和57年4月2日から平成9年4月1日までに生まれた
者で、保健師の資格を有する者または平成30年3月31
日までに資格を取得する見込みの者

初　級
（高校卒業程度） 土　木 若干名

昭和58年4月2日から平成12年4月1日までに生まれ
た者で、土木系学科を卒業した者または平成30年3月ま
でに卒業見込みの者

1　試験期日（第一次試験）　平成30年1月28日（日）
2　試験会場　宮城県自治会館（仙台市青葉区上杉1丁目2-3）
3　採用年月日　平成30年4月1日（日）
4　申し込み手続きなど
　  ○受付期間　平成29年11月21日（火）～ 12月15日（金）
　  ○申し込み　所定の申込用紙に必要事項を記入の上、提出ください。
※ 申込用紙は総務課で配布。なお、郵便で請求する場合は、封筒の表に「職員採用統一試験申込書請求」
と朱書きし、宛先を明記の上、120円切手を貼った返信用封筒（A4サイズが入る大きさ）を必ず同封
してください。

問 総務課 人事・広報班　☎ 37-1111

1　募集職種・応募資格など

№ 職　種 募集
人数 任用期間 応募資格等

（18歳以上が必須） 主な勤務地 賃　金 勤務時間 受付・
問い合わせ課

1 保育士 1人 平30.1.1 ～
平30.3.31

保育士、幼稚園教諭、小
学校教諭、養護学校教諭、
保健師、看護師、准看護
師の資格を有する方

つばめの
杜保育所

日額　8,000円
（※1）

月～土のうち
5日間

7時間45分
（早番・遅番有）

保健福祉課
☎37-1113

※1　正規職員の通勤手当に相当する額と同額を賃金に上乗せして支給します。

2　勤務条件など
　　⑴　任用期間　上記のとおりです。
　　⑵　各種保険　勤務条件などにより、社会保険、雇用保険、労災保険などに加入となります。

3　申込方法・受付期間など
　　⑴　 申し込み方法　市販の履歴書に顔写真を貼付し、上記の「受付・問い合わせ課」に提出してください。 

※郵送の場合は受験票送付用として、切手を貼付し住所・氏名を記入した封筒を同封してください。
　　⑵　受付期間　12月6日（水）～18日（月） 郵送の場合は、12月18日（月）到着分まで有効
　　　　※受付時間は8：30～ 17：00（土・日は除く）
　　⑶　郵 送 先　〒989-2292　山元町浅生原字作田山32
　　⑷　選考方法　書類審査および面接により選考します。（詳細は申込み時）
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こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

☎
36
―
7
2
5
1

FAX 

36
―
8
6
3
4

音
楽
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

�

コ
ン
サ
ー
ト

　

仙
台
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

る
音
楽
ユ
ニ
ッ
ト「
マ
リ
ン
ピ
ア
」

に
よ
る
マ
リ
ン
バ
と
ピ
ア
ノ
の
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

日
時
　
12
月
25
日
㈪
11
時
～

参
加
費
　
無
料

対
象
者
　
ど
な
た
で
も

申
し
込
み
　
不
要

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
会

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
ロ
ボ

ッ
ト「
P
E
T
S
（
ペ
ッ
ツ
）」の

体
験
会
で
す
。

　

Ｐ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
的
思
考
を
育
む
木
製
ロ
ボ
ッ

ト
で
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
パ
ソ

コ
ン
な
ど
の
電
子
機
器
が
不
要

で
、
箱
型
の
筐
体
の
上
底
面
に

い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
ブ
ロ
ッ
ク
を

差
し
込
ん
で
動
か
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
26
日
㈫

　
　
　
①
13
時
～
13
時
45
分

　
　
　
②
14
時
～
14
時
45
分

　
　
　
③
15
時
～
15
時
45
分

講
師
　
デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ク

　
　
　
横
田
氏

対
象
者
　
5
歳
～
小
学
6
年
生

（
先
着
順
、
各
回
6
人
）

申
し
込
み
　
12
月
14
日
㈭
ま
で

に
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

書
初
め
練
習
会

　
書
初
め
課
題（
毛
筆
の
み
）の

練
習
を
し
ま
す
。

日
時　
平
成
30
年
1
月

　
　
　
4
日
㈭　
10
時
～　

　
　
　
5
日
㈮　
14
時
～

講
師　
星
禮
子
さ
ん

参
加
費　
無
料

対
象
者　
小
学
生

持
ち
物　
書
道
用
具
、
書
初
め

の
手
本
、
新
聞
紙

申
し
込
み　
12
月
26
日
㈫
ま
で

に
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

ダ
ン
ス
タ
イ
ム
＆

�

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
は
だ
れ

で
も
気
軽
に
楽
し
め
る
メ
ニ

ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
ダ
ン
ス
タ
イ
ム

日
時　
月
曜
～
土
曜
日

　
　
　
13
時
30
分
～
13
時
45
分

対
象
者　
ど
な
た
で
も

内
容　
や
っぺ
え
体
操
、エ
ビ
カ

ニ
ク
ス
、
コ
コ
☆
ナ
ツ
な
ど

を
踊
り
ま
す
。

○
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

日
時　
毎
月
第
4
水
曜
日

　
　
　
※
12
月
の
み
26
日
㈫

　
　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

対
象
者　
未
就
学
児

内
容　
大
き
な
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン

で
遊
び
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て

ひ
ろ
ば
夢
ふ
う
せ
ん

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

○
歯
み
が
き
教
室

　

糸
よ
う
じ
で
虫
歯
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。
歯
科
衛
生
士
が
使

い
方
を
丁
寧
に
教
え
ま
す
。

日
時
　
12
月
16
日
㈯

　
　
　
10
時
30
分
～
12
時

対
象
者
　
乳
幼
児
と
保
護
者

持
ち
物
　
お
子
さ
ん
の
歯
ブ
ラ
シ

参
加
費（
資
料
代
）　
3
0
0
円

申
し
込
み　
12
月
15
日
㈮
ま
で

に
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
ひ
ろ
ば

夢
ふ
う
せ
ん
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

○
12
月
生
ま
れ
の
お
誕
生
会

　

誕
生
日
の
記
念
に
手
形
を
取

っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
、
リ
ズ

ム
遊
び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
友

達
の
誕
生
を
一
緒
に
お
祝
し
ま

せ
ん
か
？

日
時・場
所

12
月
26
日
㈫　
11
時
～　

　
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

12
月
27
日
㈬　
11
時
～

　

 

ふ
る
さ
と
お
も
だ
か
館（
防
災
拠

点
・
坂
元
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）

問 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
ひ
ろ
ば

夢
ふ
う
せ
ん

☎
0
8
0
―
4
0
7
6
―
3
5
7
0

（
栗
和
田
）

ち
び
っ
こ
ひ
ろ
ば

�

「
き
ら
り
☆
」

　

第
5
回「
き
ら
り
☆
」で
は
、

「
親
子
で
リ
ト
ミ
ッ
ク
♪
」を
行

い
ま
す
。

　
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
お
子
さ

ん
に
語
り
か
け
た
り
体
を
動
か

し
た
り
と
、
ゆ
っ
た
り
と
親
子

の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
平
成
30
年
1
月
11
日
㈭

　　
　
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　　
　
（
受
け
付
け　
10
時
15
分
）

場
所
　
つ
ば
め
の
杜
ひ
だ
ま
り

ホ
ー
ル（
防
災
拠
点
・
山
下

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　
3
階
リ
ハ
ー
サ
ル
室

対
象
者
　
未
就
学
児
と
そ
の
保

護
者

参
加
費
　
1
家
庭
2
0
0
円

※
見
守
り
託
児
あ
り
ま
す
。

▲おもしろかったね、腹話術

▲リズムに合わせ、親子でスキンシップ

▲音楽ユニット
　「マリンピア」
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い
つ
で
も

　ど
こ
で
も

　だ
れ
で
も

い
つ
で
も

　ど
こ
で
も

　だ
れ
で
も

生
涯
学
習
コ
ー
ナ
ー

坂
元
公
民
館 

38
―
０
3
0
1

深
山
山
麓
少
年
の
森 

37
―
３
１
５
０

歴
史
民
俗
資
料
館

　 

37
―
０
０
４
０

ふ
る
さ
と
伝
承
館

生
涯
学
習
課

中
央
公
民
館 

37
―
５
１
１
６

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

問い合わせ
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー 

37
―
２
９
１
９

いつでも　どこでも　だれでも　生涯学習コーナー

平成29年度成人式のご案内

深
山
山
麓
少
年
の
森
に

�
花
を
移
植

　

10
月
14
日
、
本
町
の
社
会
教

育
関
係
団
体「
す
ば
ら
し
い
や

ま
も
と
を
創
る
協
議
会
」と
、

角
田
市「
す
ば
ら
し
い
角
田
を

創
る
協
議
会
」に
よ
る
交
流
事

業
が
深
山
山
麓
少
年
の
森
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

約
40
人
が
参
加
し
、角
田
市

の
皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

季
節
の
花
々
の
苗
を
一
緒
に

花
壇
に
植
え
、和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
で
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

�

参
加
者
募
集

　

町
内
中
学
・
高
校
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
虹
で
は
、

毎
年
恒
例
の「
ク
リ
ス
マ
ス

会
」を
開
催
し
ま
す
。

　

町
内
の
小
学
生
を
対
象
に

ゲ
ー
ム
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

を
楽
し
み
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
内
中
学
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
小
学
生
と
ふ
れ
あ
い
た

い
方
は
、
左
記
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
当
日

参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

○
12
月
10
日
㈰

　
10
時
30
分
～
12
時

　

�　

つ
ば
め
の
杜
ひ
だ
ま
り

ホ
ー
ル（
防
災
拠
点
・
山
下

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
）

　
3
階　
リ
ハ
ー
サ
ル
室

○
12
月
17
日
㈰

　
10
時
30
分
～
12
時

　

�

ふ
る
さ
と
お
も
だ
か
館（
防

災
拠
点
・
坂
元
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
）

　
1
階　
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

持
ち
物　
防
寒
着
・
上
履
き

そ
の
他　
参
加
者
に
は
プ
レ
ゼ

　
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

問
生
涯
学
習
課 

や
ま
も
と
楽
校
を

�
開
催
し
ま
し
た

　

11
月
18
日
、
ふ
る
さ
と
お
も

だ
か
館
を
会
場
に「
や
ま
も
と

楽
校
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
石
を
掘
っ
て
の
は
ん
こ
作
り

や
ち
ぎ
り
絵
ア
ー
ト
、
本
町
の

歴
史
体
験
な
ど
の
5
つ
の
講
座

に
約
50
人
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
、楽
し
く
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
方
か
ら
は「
作
っ

た
は
ん
こ
を
使
う
の
が
楽
し

み
」や「
町
で
鉄
を
作
っ
て
い

た
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、
山
元
町

に
は
、「
人
」や「
も
の
」な
ど

の
教
育
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

問
生
涯
学
習
課�

日時／平成30年1月7日（日）
　　　14：00開式（受け付け　13：00～）
会場／ つばめの杜ひだまりホール（防災拠点・山下地域交

流センター）1階　文化研修ホール
対象／ 平成9年4月2日から平成10年4月1日生まれの方
　　　※本町出身で、現在町外にお住いの方も出席できます。

問�生涯学習課

▲�会話に花が咲きました

▲�みんなで楽しく、ゲーム＆レクリエーション

▲�「音に合わせて体を動かそう」
全身で動きを教える先生
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■問 上下水道事業所　☎ 29-4951　　水道お客さまセンター　☎ 37-1120

　第7回ふれあい産業祭において、町の給水タンク車によるおいしい水道水の提供やクイズ、上下水道
についての情報発信などさまざまなイベントを行いました。
　当日は、600人を超える方々にご参加いただき、ありがとうございました。
　今後も、町の上下水道についてさまざまな場面でイベントや PR を行ってまいります。

上下水事業所の普及啓発を行いました

▲ 上下水道の情報に見入る来場者▲ 上下水道クイズに挑戦している来場者

　11月3日・4日、山元町文化協会に加盟する団体が日ごろの活動の成果を発表する「第41回町民文化祭」
が中央公民館やふるさと伝承館などを会場に開催されました。
　当日は、天候にも恵まれ、オープニングの元気いっぱいのよさこいの踊りに始まり、民謡や舞踊などのス
テージ発表が行われたほか、陶芸や手芸、盆栽などの力作揃いの作品展示、会場外に出店ブースを設け、町
内の特産品などを販売し、多くの方が「芸術の秋」を体感しました。

　また、「第21回文化推進事業」として、新たに完成したつばめの杜
ひだまりホールの文化研修ホールを会場に、町出身のソプラノ歌手・
千石史子さんのコンサートが開催され、美しい歌声の披露とともに、
会場の皆さんと一緒に馴染みのある童謡などを歌う場面もあり、心温
まるコンサートとなりました。

問 生涯学習課

芸術の秋を感じる

第41回町民文化祭が開催されました

▲開会行事（飛燕・よさこい） ▲展示コーナー（わくわくサークル） ▲ステージ発表（山元フラサークル）

▲千石史子さんコンサート

上下水道事業
所

からの
お知らせ

やまもとP15話題-水道_三[15].indd   15 2017/11/29   16:11:11
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　11月19日、町の顔となるイベント「第7回山元町ふれあい産業祭」を開催し、来場者の皆さんの
たくさんの笑顔にあふれ、大いに賑わいました。

つばめの杜中央公園で初開催
　今回は、つばめの杜中央公園に会場を移して開催し
ました。
　町内外から総勢81の飲食店や商工業者などが出店
し、寒風の中、3万人を超える皆さんにお越しいただき
ました。
　特に、職員の派遣など、町の復興に助力いただいてい
る全国の自治体が出店する「復興支援ブース」は、各地
の特産品を味わえるとあって、ブースの前には例年に
も増して長蛇の列ができるほどの賑わいでした。

ステージイベントも大盛況
　風

ふう

雲
うん

乱
らん

打
だ

舞
む

の和太鼓演奏やふじ幼稚園・やまもと幼
稚園の演技、山下・坂元中学校吹奏楽部の合同演奏とい
ったステージ発表に加え、今回は宮城県警察の音楽隊・
カラーガード隊による演奏・演技も行われ、祭りを華や
かに彩りました。
　ステージイベントでは、今回初めて行った万歩計振
り大会も大盛り上がり。30秒間万歩計を振り、カウン
トが多い人が勝ちという競技で、ご当地キャラクター
同士の対決や、来場者とキャラクターとの勝負など、
ユーモラスな姿に大歓声が巻き起こりました。

チャリティー抽選券も目標口数達成
　その場で当たる抽選とステージ上で行われる抽選の
2回チャンスがあるチャリティー抽選会は、来場された
皆さんに募金のご協力をいただき、目標の1,000口を
予定より大幅に早く達成することができました。
　なお、今回集まった募金は、九州北部豪雨災害義援金
として全額寄附させていただきます。

　「第7回ふれあい産業祭」は、震災後に造成された新市街地での開催となり、地域の方々が復興を実
感できたほか、本町の元気を町内外に PRできたイベントとなりました。

問地域振興班

第7回山元町ふれあい産業祭

産業振興課
☎37-1119やまもと産業広場 産業振興課
☎37-1119

▲�3万人を超える多くのお客様にご来場いただ
きました

�▲万歩計振り大会でみんな大奮闘！

�▲当選、おめでとうございます
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昭
和
46
年
か
ら
始
ま
っ
た
、

食
料
の
安
定
確
保
と
米
の
価
格

維
持
を
目
的
と
し
た
、
米
の
生

産
調
整（
減
反
政
策
）に
つ
い

て
、
平
成
30
年
産
米
か
ら
、
国

に
よ
る「
生
産
数
量
目
標
」の

配
分
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
は
各
農
家
の
判
断
で
、

主
食
用
米
の
生
産
量
を
設
定
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す

が
、
米
の
国
内
消
費
量
は
毎
年

減
少
し
、
需
要
に
応
じ
た
生
産

が
引
き
続
き
重
要
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
県
農
業
再
生
協

議
会
が
当
面
の
間
、
主
食
用
米

の「
生
産
の
目
安
」を
設
定
し
、

町
の
地
域
水
田
農
業
推
進
協
議

会
を
通
じ
て
、
農
家
の
皆
さ
ん

に
提
示
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
平
成
30
年
産
以
降
の
米
政
策

の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

米
の
直
接
支
払
交
付
金

【
廃
止
】

　
こ
れ
ま
で
主
食
用
米
を
出
荷

し
た
農
家
へ
交
付
さ
れ
て
き
た

交
付
金（
7
5
0
0
円
／
10
㌃
）

は
、
平
成
30
年
産
米
か
ら
廃
止

と
な
り
ま
す
。

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

【
継
続
】

　

水
田
で
大
豆
や
ソ
バ
、
飼
料

用
米
な
ど
の
転
作
作
物
を
生
産

す
る
際
に
交
付
さ
れ
る
交
付
金

は
、
平
成
30
年
産
以
降
も
継
続

し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
交
付
単

価
に
つ
い
て
は
決
定
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
年
度
と
同
等
の

単
価
と
な
る
見
込
み
で
す
。

収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付
金

【
継
続
】

　
米
や
大
豆
な
ど
の
販
売
収
入

の
合
計
が
標
準
的
収
入
額
を
下

回
っ
た
場
合
、
そ
の
差
額
の
9

割
を
補
填（
ほ
て
ん
）す
る
制

度
は
、
平
成
30
年
産
以
降
も
継

続
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
財
源

は
、
各
農
家
に
よ
る
積
立
金
と

国
が
1
対
3
の
割
合
で
負
担
し

ま
す
。

　

各
農
家
の
皆
さ
ん
に
は
、
平

成
30
年
2
月
下
旬
に「
生
産
の

目
安
」を
配
分
し
、
平
成
30
年

産
の
作
付
計
画
書
を
提
出
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
水

田
を
有
効
に
活
用
し
、
需
要
に

即
し
た
計
画
的
な
生
産
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

問
農
政
班

イ
ノ
シ
シ
35
頭
捕
獲

　

町
で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
軽
減
を
図
る
た

め
、
年
間
を
通
じ
て
捕
獲
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
山
元
町
鳥

獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
活
動
の

成
果
と
し
て
、
4
月
1
日
か
ら

11
月
14
日
ま
で
の
期
間（
猟
期

外
）に
、
35
頭
の
イ
ノ
シ
シ
を

捕
獲
し
ま
し
た
。

　

昨
年
、
多
く
の
イ
ノ
シ
シ
を

捕
獲
し
た
成
果
も
あ
り
、
被
害

件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、農
作
物
被
害
軽
減
の
た
め
、

継
続
的
な
有
害
捕
獲
や
自
己
防

衛
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
農
政
班

「
ま
つ
ぶ
し
町
民
ま
つ
り
」

に
参
加
し
ま
し
た

　

10
月
15
日
、
埼
玉
県
松
伏
町

で
行
わ
れ
た「
ま
つ
ぶ
し
町
民

ま
つ
り
」に
参
加
し
、
本
町
で

収
穫
さ
れ
た
リ
ン
ゴ
の
販
売
を

行
い
ま
し
た
。

　

松
伏
町
と
は
、
平
成
23
年
9

月
か
ら
の
職
員
派
遣
に
よ
る
支

援
を
契
機
に
、
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
相
互
応
援
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
い
る
ほ
か
、

町
民
同
士
の
交
流
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
の
交
流
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
販
売
開
始

の
1
時
間
前
か
ら
た
く
さ
ん
の

お
客
さ
ん
が
列
を
作
り
、
前
回

の
好
評
を
受
け
て
用
意
し
た

1
2
0
0
個
の
リ
ン
ゴ
は
販

売
開
始
か
ら
わ
ず
か
2
時
間
で

完
売
と
な
り
ま
し
た
。
本
町
の

リ
ン
ゴ
を
手
に
し
た
お
客
さ
ん

は
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

町
Ｐ
Ｒ
担
当
係
長
の
ホ
ッ

キ
ー
く
ん
も
松
伏
町
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
マ
ッ
プ
ー
と
一
緒
に

に
、
会
場
を
盛
り
上
げ
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
に
囲
ま
れ
て
い

ま
し
た
。

問
地
域
振
興
班

平
成
30
年
度
以
降
の

米
政
策
が
見
直
し
さ
れ
ま
す

▲今年の秋の稲刈り

▲箱罠で捕獲したイノシシ

猟期外における捕獲頭数
年度 捕獲頭数

平成23年 20頭
平成24年 37頭
平成25年 63頭
平成26年 53頭
平成27年 34頭
平成28年 156頭
平成29年 35頭

�

▶�

雨
の
中
、販
売
開
始
を
待
ち
望
む

た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん

�

▶�

ホ
ッ
キ
ー
く
ん
の
登
場
に
、子
ど

も
た
ち
も
大
喜
び

産業振興課 ☎37-1119やまもと産業広場
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町
で
は
、
生
活
習
慣
の
乱
れ
に
伴
い
、
偏
食
や
朝
食
を
取
ら
な
い
な
ど
の
問
題
が
多
く
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、食
育
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
、児
童
・
生
徒
の
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

地 区 お子さんの氏名 保護者

大　平 加
か

藤
とう

優
ゆ

日
ひ

翠
の

ちゃん 司さん

鷲　足 森
もり

川
かわ

　遥
はる

誠
ま

ちゃん 弘太さん

鷲　足 横
よこ

山
やま

　伽
か

奈
な

ちゃん 雅一さん

山　寺 舟
ふな

山
やま

　新
にい

夏
な

ちゃん 徹さん

山　下 齋
さい

藤
とう

　文
あや

菜
な

ちゃん 裕二さん

山　下 山
やま

田
だ

　彩
あや

愛
め

ちゃん 圭一さん

浅生原 小
こ

柳
やなぎ

　友
ゆう

誠
せい

ちゃん 貴央さん

高　瀬 引
ひき

地
ち

　暖
あ

心
こ

ちゃん 邦弘さん

地 区 お子さんの氏名 保護者

中　山 佐
さ

藤
とう

　優
ゆ

衣
い

ちゃん 寛郎さん

町 阿
あ

部
べ

　泰
たい

士
と

ちゃん 直人さん

町 齋
さい

藤
とう

　新
あら

太
た

ちゃん 和也さん

牛　橋 横
よこ

山
やま

　絢
あや

萠
め

ちゃん 恵さん

つばめの杜西 齋
さい

藤
とう

　太
たい

陽
よう

ちゃん 裕也さん

つばめの杜西 橋
はし

元
もと

陽
ひ

菜
な

乃
の

ちゃん 伸也さん

つばめの杜西 渡
わた

邊
なべ

　　旭
あさひ

ちゃん 慎太郎さん

つばめの杜東 柴
しば

田
た

　　凪
なぎ

ちゃん 章さん

幼児歯科健診で虫歯のないお子さん

（10月12日実施分）

山
元
町
食
育
推
進
ポ
ス
タ
ー
受
賞
者
決
定
！

◇
小
学
校
下
学
年
の
部

◇
小
学
校
上
学
年
の
部

◇
中
学
生
の
部

山下小学校
1年 岩

いわ

佐
さ

 千
ち

依
い

さん

山下第一小学校
5年 石

いし

井
い

 祐
ゆう

斗
と

くん

山下中学校
1年 髙

たか

橋
はし

 希
のぞ

実
み

さん

山下中学校
2年 會

あい

田
だ

 和
やわら

姫
ぎ

さん

山下中学校
2年 川

かわ

島
しま

 佳
けい

悟
ご

くん

山下小学校
6年 齋

さい

藤
とう

　渚
なぎさ

さん

坂元小学校
5年 大

おお

和
わ

田
だ

 颯
はやて

くん

山下小学校
1年 佐

さ さ き

々木 千
ち

衿
えり

さん

坂元小学校
2年 菅

かん

野
の

 優
ゆう

聖
せい

くん

最優秀賞優秀賞

優秀賞

優秀賞 最優秀賞

最優秀賞
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◆大腸がん検診
　現在、日本で急増しているがんの一つに「大腸がん」があります。大腸がんは、50歳代から罹

り

患
か ん

者数が増
え始め、60歳代から70歳代で多くが罹

り

患
かん

されています。
　初期の段階での症状はほとんどありませんが、進行すると排便時の出血や便が細くなるなどの症状が現れます。
　検診では、早期発見することができ、適切な治療も可能となりますので、検診を受診しましょう。申込
者には12月下旬に検査容器を送付します。
　なお、申し込みされていない方で検診を希望する方は、保健福祉課健康推進班までご連絡ください。また、
大腸がん検診の「無料クーポン券」が届いている方は、忘れずにご持参ください。
○対象者　40歳以上の方　　○個人負担金　700円　　○検査内容　便潜血反応

検診日 受付時間 提出場所

1月9日（火）
9：30～11：30

ふるさとおもだか館 ( 防災拠点・坂元地
域交流センター )1階　会議室１

1月10日（水）
中央公民館2階　大ホール

1月12日（金）

対象者 個人負担金

41歳・46歳・51歳・56歳・61歳・66歳・71歳の女性 900円

実施期間　12月～平成30年2月
実施医療機関　町内医療機関（松村クリニック・平田外科医院）

◆骨粗しょう症検診
　節目検診として、対象年齢の方に骨粗しょう病検診を実施しています。
　健康な生活を送るために、この機会にぜひ受診しましょう。

※ 対象年齢は平成29年度の誕生日の年齢となり、対象者の方には事前に通知を発送しています。

ウォーキングイベント
ランキング

（平成29年 11月21日現在）
順位 名　前 歩数
1位 みっちゃん 1,445,959歩
2位 としちゃん 1,378,558歩
3位 Ｍ .S さん 1,344,826歩
4位 三春進一さん 1,284,733歩
5位 ヒロくん 1,253,459歩
6位 K.A さん 938,130歩
7位 トムトム 907,007歩
8位 こうちゃん 830,382歩
9位 山上利昭さん 767,396歩
10位 ふみちゃん 739,491歩

予防接種の種類

定
期

四種混合 ヒブワクチン
二種混合 小児肺炎球菌ワクチン
MR( 麻しん・風しん） 水痘

と う

麻しん B 型肝炎
風しん 髙齢者インフルエンザ
日本脳炎 髙齢者肺炎球菌ワクチン
不活化ポリオ

任
意

風しんまたは おたふくかぜワクチン
麻しん・風しん ロタウイルスワクチン

浅生原クリニックで予防接種を受けることができます
　11月1日に開院された浅生原クリニックで、下記の予
防接種を受けることができます。
　接種方法などについては、本紙3月号および4月号に記
載していますが、ご不明な点がありましたら保健福祉課健
康推進班までご連絡ください。

各種検診のお知らせ

【お詫びと訂正】本紙11月号25㌻で紹介しました「前立腺がん検診・子宮頸がん検診の受付・検診会場」
について、次の誤りがありました。お詫びしますとともに、訂正いたします。

【誤】受付・検診会場　中央公民館大ホール（前立腺がん検診）、保健センター（子宮頸
けい

がん検診）
【正】 受付・検診会場　防災拠点・山下地域交流センター「つばめの杜ひだまりホール」3階　会議室5

（前立腺がん検診）、1階　研修ホール（子宮頸
けい

がん検診）
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　認知症になっても本人の意思を尊重し、できる限り住み慣れた地域で暮ら
し続けるため、認知症の方やその家族と早期に関わる「認知症初期集中支援
チーム」を設置します。早期発見・発見対応に向けた支援をしますので、下記
問い合わせ先までご相談ください。

認知症かな? と思ったら
認知症初期集中支援チームにご相談ください

12月から開始します!
保健福祉課 健康推進班 ☎37-1113

認知症初期集中支援チームとは？

どんな人が対象？

認知症の人やその家族を支援するための相談窓口「地域包括支援センター」

相談から支援までの流れ
認知症が気になったら…

① 地域包括支援センターへ相談

② 初回訪問

③ 認知症初期集中支援チーム員会議

④ 必要な支援の実施（最長6カ月間）

⑤ 認知症初期集中支援チーム員会議

⑥ ケアマネジャーなどへの引き継ぎ

　認知症が疑われる方やその家族を訪問し、本人の様子や家族への助言などを行い、必要な医療・介護サー
ビスに結び付けるサポートをする専門職（医師、保健師、介護福祉士など）のチームのことです。
　サポート期間は最長で6カ月です。その後は、ケアマネジャーなどの関係機関や本人に必要なサービス
につなぎます。

　自宅で生活している40歳以上の方で、認知症が疑われる方や認知症の方が対象です。
・認知症の診断を受けていない、または治療が中断している方
・医療サービスや介護サービスを利用していない方
・サービスを利用しているが、認知症による症状が強く、対応に困っている方

　認知症は早期発見・早期治療により進行を遅らせることができます。また、軽度の認知症であれば早期
治療と対応で元気な状態に戻ることも可能だといわれています。
　認知症が気になる方、認知症の家族のことでお悩みの方は、下記までご相談ください。

問 地域包括支援センター　☎ 37-3901

認知症の主な症状は、記憶障害、見当識障害、実行機能障害、
理解・判断力低下、意欲低下が挙げられます。
【症状の具体例】
○記憶障害→物をどこに置いたか忘れる
○見当識障害→自分がどこにいるか分からなくなる
○実行機能障害→慣れた場所への行き方が分からなくなる
○理解・判断力低下→使い慣れた機械などの操作が苦手になる
○意欲低下→掃除や身だしなみにだらしなくなる
　いくつか当てはまる場合は、地域包括支援センターに相談
してみましょう。
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町内で行われたイベントや学校行事、
町の出来事などを紹介します。

まちの話題
Yamamoto Topics

「火の用心」で防火の呼びかけ

　11月7日、東日本大震災により休止していた「幼
年消防クラブ防火パレード」が、つばめの杜地区で7
年ぶりに行われ、つばめの杜保育所の5歳児による
幼年消防クラブ員31人が防火の呼びかけを行いま
した。
　これは、亘理消防署と山元町婦人防火クラブの指
導のもと、火災予防運動の推進と地域に消防業務へ
の理解と信頼を深めることを目的としており、園児
たちは法被を着て、「火の用心」の大きな掛け声とと
もに拍子木を打ち鳴らして練り歩いていました。

郷土料理の魅力を伝える

　11月上旬、町内の各小学校で5年生を対象に「は
らこめし」作りが行われました。
　町の地場産品を使用した料理体験を通じ、地産地
消と食習慣の大切さを学ぶことを目的に毎年行われ
ています。
　11月6日には、ふるさとおもだか館を会場に坂
元小学校児童25人が体験し、朝に水揚げされたば
かりの大きなサケを漁師の方々がさばくと、大きな
歓声が上がっていました。
　その後、児童たちは各グループに分かれ、食生活
改善推進員の指導のもと、協力しながら一生懸命

パレードを終え、園児たちは「とても楽しかった」
「拍子木は重かったけど、ちゃんと歩けてよかった」
などの感想を話していました。
　今後、消防署と保育所が協力して継続的に開催し
ていく予定です。

に作業をしていました。
　この日のメニューは、はらこめし、あら汁、パプ
リカのきんぴら、リンゴの4種類。自分たちで作っ
た料理は格別のようで、とても満足げな表情で “山
元の秋の味覚 ”を味わっていました。

つばめの杜保育所　幼年消防クラブ防火パレード

郷土料理体験事業「はらこめしを作ろう」

↘

↘

↘

↗

↗

◀�
こ
れ
か
ら
も
明
る
く
元
気
に
お
過
ご
し

く
だ
さ
い

▲�地域の皆さん、防火をよろしくお願いします

▲�サケのお腹のはらこを見るとみんなビックリしていました

敬老祝い金を贈呈

　10月25日、めでたく100歳を迎えられた渡邊と
よさん（町区）に対し、町から敬老祝い金と記念の鉢
花を贈りました。
　渡邊さんは手先がとても器用で、独学ながらもデ
イサービスから「編み方を教えてほしい」とお願い
されるほどの編み物の達人だそうです。
　これまで大きな病気はしていないという渡邊さん
に、齋藤町長が長生きの秘訣を伺うと、家族からは
「好き嫌いなく葉物を好んで食べることと新聞を毎
日欠かさず読むこと」と話されていました。
　また、同居する娘さんからは「普段は言いにくい
のかもしれないけど、今朝、“いつもありがとう ”

と言われ、とてもうれしかった」というお話があ
り、渡邊さんは少し照れたような表情を見せました。
　最後に渡邊さんは、「来てくださって本当にあり
がとう」と感謝を述べ、集まった一人一人と力強く
握手をしました。

渡邊　とよさん

↗
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対
象
者
　
0
歳
～
中
学
3
年
生

返
還
方
法
　
割
賦
に
よ
る
原
則

20
年
以
内
の
均
等
払
い

※
高
校
や
大
学
な
ど
へ
進
学
す

　
る
場
合
は
返
還
猶
予
有
り

○
介
護
料
支
給
制
度

受
給
資
格
　
自
動
車
事
故
に
よ

り
、
重
度
の
後
遺
障
害
が
残

っ
た
た
め
、
常
時
ま
た
は
随

時
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方

支
給
額
　
月
額
2
万
9
2
9
0

円
～
13
万
6
8
8
0
円

※
障
害
の
程
度
、
介
護
に
要
す

　
る
費
用
に
応
じ
て
支
給

○
交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン

　

交
通
事
故
被
害
に
遭
わ
れ
、

相
談
先
に
お
困
り
の
方
へ
電
話

で
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
ご
案
内
し

ま
す
。

☎
0
5
7
0
―

0
0
0
7
3
8

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

問
自
動
車
事
故
対
策
機
構
仙
台

　
支
所

☎
0
2
2
―
2
0
4
―
9
9
0
2

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は

☎
03
―
5
9
0
9
―
2
9
6
1

認
知
症
家
族
交
流
会

　

家
族
が「
認
知
症
」と
診
断

さ
れ
戸
惑
っ
て
い
る
方
、
介
護

で
悩
ん
で
い
る
方
、
介
護
を
経

験
さ
れ
た
方
、
お
互
い
の
経
験

を
話
し
合
い
な
が
ら
気
持
ち
の

負
担
を
軽
く
し
て
、
ゆ
と
り
あ

る
介
護
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
20
日
㈬

　　
　
13
時
30
分
～
15
時

場
所
　
中
央
公
民
館
2
階

　　
　
会
議
室

内
容
　
座
談
会

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
不
要

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
―
3
9
0
1

自
動
車
事
故
被
害
者
の

救
済
制
度

　
自
動
車
事
故
で
重
度
の
後
遺

症
が
残
っ
た
方
や
亡
く
な
ら
れ

た
方（
加
害
者
・
被
害
者
を
問

わ
ず
）の
ご
家
族
を
救
済
す
る

た
め
の
制
度
で
す
。

○
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
貸
付

制
度（
無
利
子
貸
付
）

貸
付
金
額
　
一
時
金

　
15
万
5
0
0
0
円

　
月
　々
2
万
円
ま
た
は
1
万
円

貸
付
要
件
　
市
町
村
民
税
が
非

課
税
ま
た
は
均
等
割
な
ど

よ
り
ど
こ
ろ
サ
ロ
ン

　

よ
り
ど
こ
ろ
サ
ロ
ン
と
は
、

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、
地

域
の
誰
も
が
気
軽
に
集
い
、
交

流
で
き
る
場
で
す
。
認
知
症
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
や

情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
語
り

合
い
ま
せ
ん
か
。
創
作
活
動
な

ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
25
日
㈪
10
時
～
12
時

場
所
　
や
ま
し
た
幸
街
堂

　　
　
（
山
寺
字
山
下
38
）

内
容
　
談
話
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
認
知
症
に
関
す
る
ミ

ニ
講
話
、個
別
相
談

参
加
料
　
無
料

申
し
込
み
　
不
要

問 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
37
―
3
9
0
1

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

日
時
　
12
月
12
日
㈫
・
19
日
㈫

　
　
10
時
～
（
約
1
時
間
）

場
所
　
山
元
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
会
議
室

※�

毎
月
第
2
・
第
3
火
曜
日
に

開
催
し
ま
す
。

入
会
条
件
　

・�

本
町
に
居
住
す
る
原
則
60
歳

以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
が

あ
る
方

・�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

趣
旨
を
理
解
し
賛
同
す
る
方

問
一
般
社
団
法
人
山
元
町

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

山
元
町
浅
生
原
字
日
向
13
番
地
1

☎
36
―
9
2
1
1

ＦＡＸ
36
―
9
2
2
0

陸
上
自
衛
隊
東
北
方
面
音

楽
隊
54
回
定
期
演
奏
会

日
時

　
○
平
成
30
年
2
月
16
日
㈮　

　
19
時
～
21
時

　
○
平
成
30
年
2
月
17
日
㈯　

　
14
時
～
16
時

場
所
　
東
北
大
学
百
周
年
記
念

会
館　
川
内
萩
ホ
ー
ル

入
場
料
　
無
料（
要
入
場
券
）

応
募
要
領
　

　
往
復
は
が
き
に
よ
る
応
募

（
1
人
1
通
ま
で
）

　
往
復
は
が
き
の
裏
面
に
次
の

事
項
を
も
れ
な
く
記
載
し
た

上
、応
募
く
だ
さ
い
。

①
郵
便
番
号
・
住
所

②
氏
名
・
年
齢
・
性
別

③
電
話
番
号

④
希
望
公
演
日（
2
月
16
日
か

　
2
月
17
日
）

⑤
人
数（
1
人
ま
た
は
2
人
）

宛
先
　

〒
9
8
3
―
8
5
8
0

　

�

総
監
部
広
報
室（
住
所
不
要
）

「
定
期
演
奏
会
」係
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。

　

抽
選
の
上
、
返
信
は
が
き
で

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

応
募
締
切
　
平
成
30
年
1
月
12

日
㈮
必
着

※�

返
信
は
が
き
の
表
面
に
ご
自

身
の
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
を
忘
れ
ず
に
記
載
し
て
く

だ
さ
い
。
住
所
の
記
載
漏
れ

な
ど
が
あ
る
と
抽
選
結
果
を

返
信
で
き
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
東
北
方
面
総
監
部
広
報
室

☎
0
2
2
―
2
3
1
―
1
1
1
1

（
内
線
2
3
7
3
・
2
3
7
4
）

せ
ら
し
お

町からの情報は5～13ページにも記載して
いますので、あわせてご覧ください。

12

集
募
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連載

冬
道
の
安
全
運
動

　
　
　
1
・
2
・
3
運
動

～
1
割
の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
　

2
倍
の
車
間
距
離
　
3
分
早
め

の
出
発
～

期
間　
12
月
1
日
㈮
～

　
　
　
平
成
30
年
2
月
28
日
㈬

内
容　
滑
走
事
故
防
止
3
原
則

　
の
周
知
徹
底

①
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
い

②
急
ハ
ン
ド
ル
を
切
ら
な
い

③
急
加
速
を
し
な
い

滑
走
交
通
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

は
・
・
・

運
転
者

○�

凍
結
、
滑
走
が
予
想
さ
れ
る

橋
の
上
、
ト
ン
ネ
ル
出
口
、

カ
ー
ブ
、
交
差
点
、
日
陰
な

ど
の
手
前
で
は
、
十
分
な
減

速
○�

凍
結
し
て
い
な
い
よ
う
に
見

え
る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
バ
ー

ン
は
、
滑
走
の
危
険
性
が
高

い
の
で
、特
に
注
意

歩
行
者

○�

横
断
歩
道
や
信
号
機
を
利
用

し
た
正
し
い
横
断
に
、
よ
り

一
層
努
め
ま
し
ょ
う
。　

問�役場消費生活相談窓口（町民生活課�生活班内）　☎37-1112

　「不用品を買い取ります」とチラシに書いてあったので、不用になった着物や洋服を用意して、業者
に来てもらったが、「これらは買い取れない」「壊れた宝飾品は無いか」としつこく迫られ、見せると強
引に買い取られてしまったなどの買取業者とのトラブルが全国的に発生しています。
年末の不用品片付けの業者依頼を考えている方は、次のことに注意して依頼しましょう。
・いきなり訪問してきた買取業者は家に入れない
　飛び込み訪問での買い取りは法律で禁止されています。
・事前に買い取りを承諾した物以外は売らない
　�買取業者は、依頼者から事前の承諾を受けた場合でも承諾した以外の物品の買い取りを求めること
は禁止されています。
　�　また、トラブルを避けるためにも物品を売却した際は、その種類や特徴、売却価格、クーリング・
オフなどについて記載された書面の交付を受けてください。
・売却の契約をしていても、8日間は業者に品物を引き渡さないことができる
　�クーリング・オフ期間中（法律で定められた書面交付から8日間以内）は品物の引き渡しを拒むこと
が出来ます。
・むやみに貴金属を見せない、触らせない

第124回　悪質な不用品買取業者に注意

▶規則正しい生活をしましょう
▶オアシス運動に取り組みましょう
▶安全に楽しく遊びましょう

▶犯罪にあわないための いかのおすし
・知らない人について いかない
・知らない人の車に のらない
・おお声でさけぶ
・すぐ逃げる
・しらせる

冬休み中の町内小・中学校帰宅時刻
16：30

「地域みんなで育てよう　青少年の明るい心」

　16時ごろに防災行政無線による町内一斉放送を流します。児童・生徒に対する声がけなど、�
地域の皆さんのご協力をお願いします。

問�事務局・山下小学校　☎37-0018

山元町小・中学校連合父母教師会　校外指導部
平成29年12月23日（土・祝）～平成30年1月8日（月・祝）

第152回 山元町児童生徒善導強調期間
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平成29年度国民年金免除
申請受け付けをしています

　国民年金には、経済的に保険料を納めることが
困難な人などのために、「保険料免除制度」や「50
歳未満の方の納付猶予制度」があります。
　保険料が未納の状態で、万一、障害や死亡とい
った不慮の事態が発生すると、障害基礎年金や遺
族基礎年金が受けられなくなる場合があります。

　平成29年度の免除などの受け付けは平成29
年7月1日から開始され、平成29年7月分から
平成30年6月分までの期間を対象として前年の
所得を基に審査を行います。

　また、平成26年4月から法律が改正されて、2
年1カ月前の月分まで遡及（そきゅう）して免除申
請をすることができます。失業など（注1）で保険
料を納付することが経済的に困難になったが、申
請を忘れていたために未納期間を有している方な
どは、年金担当窓口または年金事務所へご相談く
ださい。
　免除申請の用紙は町民生活課・坂元支所の窓口
に備えつけてあります。

（注1）	 失業による特例承認を受けるには、
「雇用保険被保険者離職票」「雇用保険被保険者資
格喪失確認通知書」、「雇用保険受給資格者証」の
いずれか1点を持参ください。以上の物をお持ち
でない方は退職証明書などをご用意の上、ご相談
ください。

税申告をお済ませください
　免除を申請するに当たっては、申請者ご本人、
配偶者、世帯主の税申告が済んでいる必要があり
ます。

■問 仙台南年金事務所 　☎022-246-5114
　 町民生活課 窓口班　☎37-1112

　今月は、固定資産税（第3期）、国民健康保険
税（第6期）の納期限です。
　忘れずに、平成30年1月4日（木）までに納
付をしましょう。

11月・12月は、
宮城一斉滞納整理強化月間です

　町では、未納のある方に対して、12月1日に
催告書を発送しました。
　催告書が届いた方は、税金の納め忘れがある
方です。至急、納付するようお願いします。

■問  税務納税課　納税班　☎37-1114

食品など放射能測定結果
　町民が自家用として栽培、採取、飼育、捕獲
した農畜水産物などで、持ち込みにより簡易測
定を依頼された食品に係る測定結果の一部をお
知らせします。

※ 測定値とは、セシウム134とセシウム137の合計値
となり、検出下限値未満の場合は「検出せず」と表示
されます。（検出下限値は食品の種類や量によって
変動します）

※検出下限値とは、当該測定で検出できる最少の値です。
※ 測定器については、EMF211型ガンマ線スペクト

ロメータ（EMF ジャパン株式会社製）を使用してい
ます。

※ 基準値とは、セシウム134とセシウム137の合計値
です。

問町民生活課 生活班　☎37-1112

○放射性セシウムの簡易測定結果
 （単位 : ベクレル／キログラム）

食品名 産地 測定値 測定日

柚子・柿 久保間 検出せず 11月1日
17日

サツマイモ 大平 検出せず 11月2日

○放射性セシウムの基準値
 （単位 : ベクレル／キログラム）

食品群 飲料水 牛　乳 乳児用食品 一般食品

基準値 10 50 50 100

免除対象期間 所得の審査対象期間
平成27年12月〜平成28年6月 平成26年1月〜 12月の所得
平成28年7月〜平成29年6月 平成27年1月〜 12月の所得
平成29年7月〜平成30年6月 平成28年1月〜 12月の所得
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平成29年分（平成30年度）から適用される
所得税申告、町県民税申告における医療費控除の制度が改正となりました
現行医療費控除制度の改正
　これまで医療費控除を受ける際は、医療機関受診や医薬品購入の領収書の提出または提示が必要と
されていましたが、これらに代わり医療費の明細書（国税庁様式）の提出または医療保険者などの医療
費通知書の添付が必要となりました。（ただし、明細書の記入内容の確認のため申告期限などから5
年間領収書の保管が必要となります）
　詳細は、国税庁のホームページをご確認ください。
　http://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/pamph/pdf/iryoukoujyo_meisai.pdf
セルフメディケーション税制の創設
　本紙5月号および町ホームページに掲載しておりましたが、これまでの医療費控除制度に加え、新
たにセルフメディケーション税制が創設されました。
制度の概要
　この制度は、セルフメディケーション推進のために創設され、健康の維持増進および疾病の予防と
して一定の取組を行う個人が、スイッチ OTC 医薬品を購入した際に、一定の条件の下でその支払金
額の所得控除を受けることができます。
制度の内容
1　対象となる方
　　健康の維持増進および疾病の予防として一定の取り組み（特定健康診査、予防接種、定期健康診

断、健康診査、がん検診）を受けている個人の方
2　対象の医薬品
　　医療用から転用された、薬局などで購入できる一部の医薬品の内、薬局などの領収書に★印など

セルフメディケーション税制対象品であることの記載があるもの
　　対象となる医薬品の詳細は厚生労働省のホームページをご確認ください。
　　http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000124853.html
3　適用期間
　　平成29年1月1日から平成33年12月31日までの間に購入したスイッチ OTC 医薬品
　※購入費用と控除の適用年度の例
　　平成29年1月1日から平成29年12月31日の1年間の費用は平成29年分の所得税（平成30年

度の住民税）から控除されます。
4　控除額
　　自己または自己と生計を一緒にする配偶者、その他の親族に係る一定のスイッチ OTC 医薬品の

購入の対価を支払った場合において、その年に支払った対価の額が1万2千円を超えるときは、そ
の超える部分の金額（上限8万8千円）

＜例＞
　購入金額
　3万円の場合

1万2千円を超えた1万8千円が控除される金額となります。
※ 購入金額が10万円を超える場合は、8万8千円が控除の上

限額となります。

注意点
　○ セルフメディケーション税制の適用を受ける場合は、現行の医療費控除の適用を受けることはで

きません。
　○ セルフメディケーション税制の適用を受ける場合は、特定健康診査、予防接種、定期健康診断、健

康診査、がん検診のいずれかを受けていることを明らかにする書類の提出または提示が必要にな
ります。

　○ セルメディケーション税制の適用を受ける場合には「セルフメディケーション税制の明細書」の
添付が必要となります。（ただし、明細書の記入内容の確認のため申告期限などから5年間領収
書の保管が必要となります）

問 税務納税課 課税班　☎0223-37-1114
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相談日 健診等

12 月 1 月

◆生 活 相 談 12月20日（水）
生活、家庭、老後などに関する困りごと、悩
みごと相談

◆人 権 相 談 12月21日（木）
人権侵害、夫婦、親子間のトラブルや、いじ
めなどの相談

◆法 律 相 談 12月26日（火）
法律に関する相談

◆青少年相談 12月28日（木）
青少年の非行防止のため、問題を抱える青
少年や親との相談

◆登 記 相 談 1月9日（火）
土地や建物の名義書き換えなど、登記に関
する相談

◆消費生活相談 1月10日（水）
商品の安全、品質または訪問販売・債務など
に関する相談

◆年 金 相 談 1月11日（木）
国民年金、厚生年金など、年金に関する相談
や労災・失業保険に関する相談

◆行政苦情相談 1月12日（金）
国や県、町などが行っている仕事について
の要望や苦情相談

場所 保健センター　　■問 保健福祉課 健康推進班　☎37-1113

場所 役場第1仮庁舎 第1相談室（1階）　 時間 13：00 ～ 15：00 ■問 町民生活課 生活班　☎37-1112

12月8日から平成30年1月12日まで

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

◆健 康 相 談 1月9日（火） 13：30 ～ 16：00
生活習慣病予防を中心に、健康づくりに関す
ることに、保健師・栄養士が相談に応じます。

◆ヘルスチェックデー 12月20日（水）・1月9日（火） 13：30 ～ 16：00
血圧、体重、体脂肪率の測定継続的に測定す
ることで健康状態や身体の変化を知ること
ができます。お気軽にご相談ください。
※ 活動量計をお持ちの方は、ID とパスワードをご持参ください。

◆育 児 相 談 1月9日（火） 10：00 ～ 11：30
子育ての不安や悩み、離乳食など、気になるこ
とについて、保健師・栄養士が相談に応じます。

◆こころの健康相談 1月12日（金） 10：00 ～ 11：30 要予約
こころの悩みに伴う無気力や不眠など心身
の不調、認知症、アルコール関連相談など、
精神科医によるこころの相談を行っていま
す。詳しくは電話でお問い合わせください。

場所 役場第1仮庁舎 第3相談室（1階）　 時間 10：00 ～ 15：00 ■問 保健福祉課 福祉班　☎37-1113

◆生活困窮者の自立に向けた相談 12月13日（水）、1月10日（水）
仕事や生活上での悩みを抱えた方と同じ目
線に立った、就労や生活再建に向けた相談

◆生活保護の相談 12月20日（水）
病気などで生活に困っている方に対し、生活保
護法に基づき生活を保障し、自分の力または、ほ
かの方法で生活ができるようになるための相談

※ いずれの相談も前日までに下記に予約してください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24�� 31 25 26 27 28 29 30
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診療時間 9：00～ 17：00

休日当番薬局

やまもと健康だより
実施場所　保健センター� 問�保健福祉課�健康推進班　☎37-1113

事業名 月　日 対象者等 受付時間

母
　
子
　
関
　
係

母子手帳交付 1月� 9日（火）

山元町に住所のあ
る妊婦
※ 左記以外で交付を希

望する方は保健福祉
課健康推進班までお
問い合わせください。

9：30～
� 10：00

3～ 4カ月児健診 12月20日（水）平成29年7月5日� ～ 9月20日
12：30～
� 13：00

6～ 7カ月児健診 12月22日（金）平成29年5月� ～ 6月生まれ
12：30～
� 13：00

1歳6～ 8カ月児健診 12月� 8日（金）平成28年4月� ～ 6月生まれ
12：30～
� 13：00

※ 休日における当番医は、急患患者の医療業
務のみを目的として実施していますのでご
協力をお願いします。なお、休日当番医は変
更になることもありますので、新聞などで
確認の上、受診してください。

 

12/10
（日）

◆柿沼循環器科
　☎32-2871（亘理町）
◆いけだ歯科クリニック
　☎022-383-6480（名取市）
◆南舘歯科医院
　☎24-4880（岩沼市）

 

12/17
（日）

◆大友医院ヒロミ小児科
　☎34-3204（亘理町）
◆ささき歯科
　☎022-383-8849（名取市）

 

12/23
（土・祝）

◆みやぎ南部整形外科クリニック
　☎36-7577（亘理町）
◆美田園歯科
　☎022-343-8721（名取市）
◆津川歯科医院
　☎34-4733（亘理町）

 

12/24
（日）

◆やべ内科クリニック
　☎34-3003（亘理町）
◆山田歯科医院
　☎22-3229（岩沼市）

 

12/29
（金）

◆菊地内科医院
　☎37-3300（山元町）

 

12/30
（土）

◆熊谷内科医院
　☎34-5140（亘理町）
◆おぎはら歯科医院
　☎22-0712（名取市）

 

12/31
（日）

◆高橋内科乳腺外科
　☎33-1121（亘理町）
◆平田外科医院
　☎37-4055（山元町）
◆おおぬき歯科
　☎022-383-9310（名取市）
◆佐藤歯科・矯正歯科医院
　☎0223-33-0355（亘理町）

 

1/1
（月・祝）

◆松村クリニック
　☎38-0005（山元町）
◆星歯科医院
　☎022-384-7008（名取市）

 

1/2
（火）

◆三浦クリニック
　☎33-1811（亘理町）
◆ライフタウン歯科クリニック
　☎022-386-1825（名取市）
◆済生堂歯科クリニック
　☎32-0405（亘理町）

 

1/3
（水）

◆三上医院
　☎34-3711（亘理町）
◆大友歯科医院
　☎24-3151（岩沼市）

 

注） 疾患や年齢などによっては対応できない
場合もありますのでご了承願います。

 

12/17
（日）
12/23

（土・祝）
◆（株）ヤマムラ ☎38-0150

 

12/24
（日）
12/28
（木）

◆（有）佐藤設備 ☎37-4165

 

12/29
（金）

◆（有）佐藤設備 ☎37-4165
◆（有）針生設備工業 ☎37-2452

 

12/30
（土）

◆（株）松村工業所 ☎38-0558
◆（株）ヤマムラ ☎38-0150

 

12/31
（日）

◆（有）阿部ホームサービス
　☎37-3469
◆（有）伊藤設備工業所
　☎37-2108

 

1/1
（月・祝）

◆木村工事（株） ☎37-2853
◆（株）クリワダ ☎37-0013

 

1/2
（火）

◆（有）佐藤設備 ☎37-4165
◆（有）針生設備工業 ☎37-2452

 

1/3
（水）

◆（株）松村工業所 ☎38-0558
◆（株）ヤマムラ ☎38-0150

 

■問 上下水道事業所 施設班
　 ☎29-4951

 

12/10
（日）

◆もみのき薬局
　☎34-2140（亘理町）

 

12/17
（日）

◆スマイル薬局玉浦店
　☎25－5828（岩沼市）

 

12/23
（土・祝）

◆さくら薬局
　☎22－2383（岩沼市）

 

12/24
（日）

◆フレンド薬局吉田店
　☎34－5515（亘理町）

 

12/29
（金）

◆ひまわり薬局浅生原店
　☎33－8053（山元町）

 

12/30
（土）

◆さざんか薬局
　☎32－1221（亘理町）

 

12/31
（日）

◆もみのき薬局
　☎34－2140（亘理町）
◆調剤薬局エーゲ海
　☎37-7567（山元町）

 

1/1
（月・祝）

◆ひまわり薬局
　☎33－4331（山元町）

 

1/2
（火）

◆わたり調剤薬局
　☎32-1530（亘理町）

 

1/3（水）◆クオール薬局岩沼店
　☎25-2189（岩沼市）

 

10月末現在【前月比】
世帯 4,681戸【� 6戸】

男 6,171（23）人【� 0人】

女 6,268（31）人【△� 7人】

合計 12,439（54）人【△� 7人】
出生 3人 転入 36人
死亡 18人 転出 28人
婚姻 3件 △：減少

※ 上記（　）内は、うち外国人住民の値。

平日夜間初期救急外来
（自家用車・タクシーなどで来れる方対象）
　受付専用電話に連絡し、症状その他
の状況を伝え、受診可能かどうか問い
合わせの上、受診してください。
診療場所　総合南東北病院1階（夜間

のみ開設）　岩沼市里の杜1-2-5
受診方法　受付専用番号に問い合わ

せの上、受診してください。
受付時間　平日（祝日・年末年始除く）

19：00 ～ 21：30
受付専用電話　070-6635-9454
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	ホームページ	 http://www.town.yamamoto.miyagi.jp/
	携帯サイト	 http://www.town.yamamoto.miyagi.jp/mobile/
	メールアドレス	 info@town.miyagi-yamamoto.lg.jp
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